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＜指導者の言葉＞ 

本作品は、自立活動の時間において作成しました。「他者の意図や感

情の理解」「言語（日本語）の表出や活用」について、修学旅行を題材

に、児童自身や教師との対話を通して作成しました。読み手に伝わりや

すい表現、内容の整理、構成立ては、国語科で学んだ知識・技能とも関

連させ、重点を置いて指導しました。 

 

作成の過程は次のとおりです。 

①  イメージマップに「修学旅行」に関する体験や感じたこと等を書

き込み、内容を膨らませる。 

② イメージマップを見て、整理の視点を決める。 

（例）全体的に学びについての内容が多いから「学び」という視

点でまとめよう。 

③ 作文メモを活用し、初め・中・終わりにどのような内容を書くの

か構成を考える。 

  （例）中の部分の段落には、行先ごとに学びを整理しよう。 

 ④ 下書きをし、推敲する。 

 ⑤ 清書をする。 

  

 各過程において、児童が自分で取り組みながら、必要に応じて、教師

と対話することで、内容を膨らませたり修正や推敲をしたりしていきま

した。「この文の書き方だと、このような意味に伝わるけど合っている

か」「ここをもっと詳しく知りたい」など、教師が一読み手としての感

じ方を伝え、それに対して、児童がどのような内容を伝えたいのかを答

えたり、どのように表現するとより良いか考えたりするといったよう

に、児童の思いがより伝わりやすい表現を、対話を通して考えさせるこ

とを大切にしました。 


